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第３回定例会を８月

27日から９月20日

まで25日間にわたっ

て開催しました。

第３回定例会を８月

27日から９月20日

令
和
元
年
８
月　

日
の
開
会
日
に
、
執
行
機
関
側
か

２７

ら
報
告
案
件
４
件
、
人
事
案
件
３
件
、
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
導
入
等
の
条
例
案
件　

件
、
工
事
請
負
契
約

１１

等
の
一
般
案
件
４
件
、
本
年
度
の
補
正
予
算
案
件
３

件
、
決
算
認
定
に
係
る
案
件　

件
の
計　

件
の
議
案
が

１３

３８

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

９
月　

日
の
最
終
日
に
は
、
災
害
復
旧
の
た
め
の

２０

工
事
請
負
契
約
締
結
に
係
る
一
般
案
件
１
件
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
初
日
提
出
議
案
の
内
、
内
閣
府

令
の
訂
正
に
伴
い
条
例
議
案
の
訂
正
が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
及
び
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
初
日
の
採
決

に
よ
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
案

件
に
つ
い
て
は
、
常
任
委
員
会
に
よ
る
慎
重
な
審
査

を
経
て
、
最
終
日
に
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
４
件
、
陳
情
１
件
を
全
て
可
決
し
、
国

な
ど
の
関
係
機
関
に
対
し
意
見
書
の
提
出
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

反
対
討
論
要
旨

　

遠
山
郷
の
観
光
施
設
の
指
定
管
理
者
に

対
し
、
施
設
の
管
理
維
持
や
経
営
に
つ
い

て
、
市
が
適
切
な
指
導
力
を
発
揮
す
る
よ
う

以
下
の
と
お
り
要
求
し
ま
し
た
。

【
附
帯
決
議
】

一　
　

定
期
点
検
や
日
常
点
検
に
よ
り
施

設
設
備
に
異
常
個
所
を
発
見
し
た
場

合
は
、
迅
速
な
修
繕
・
改
修
工
事
を
実

施
す
る
な
ど
の
対
応
を
取
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
む
な
か
、

将
来
を
見
据
え
た
施
設
の
管
理
維
持

と
と
も
に
、
指
定
管
理
に
つ
い
て
の
市

の
考
え
方
や
計
画
を
示
さ
れ
た
い
。

二　
　

現
状
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
健
全

経
営
が
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
施
設
も
見
受
け
ら
れ
る
。
さ
ら
な
る

経
営
努
力
を
重
ね
る
う
え
で
も
、
市
民

や
地
域
に
対
し
て
わ
か
り
や
す
く
情

報
提
供
・
公
表
さ
れ
た
い
。

遠山郷観光振興費補正予

算案に対し附帯決議を

全会一致で可決

リ
ニ
ア
関
連
事
業
に
係
る
補
正
予
算
案
及
び
平
成

　

年
度
決
算
認
定
は
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た

30が
、
起
立
採
決
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

リ
ニ
ア
実
施
設

計
の
準
備
に
必
要
な
経
費
の
補
正
に

つ
い
て
は
、
当
初
よ
り
計
画
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
当
初
予
算

で
賄
う
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　

平
成　

年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
リ

30

ニ
ア
中
央
新
幹
線
飯
田
駅
整
備
基
金

積
立
の
財
源
に
ふ
る
さ
と
寄
附
金
か

ら
１
億
円
が
賄
わ
れ
て
い
る
。
リ
ニ
ア

へ
の
活
用
を
希
望
し
な
い
寄
附
金
も

含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　

飯
田
市
の
財
政
状
況
の
悪
化
が
懸

念
さ
れ
る
な
か
、
将
来
負
担
を
考
え

な
い
予
算
執
行
を
し
て
い
る
点
で
賛

成
で
き
な
い
。

【請願陳情審査結果】

審査した
委員会

結果内　容種別

社会文教採 択
複式学級の編制基準の改善、教職員定
数増を求める意見書の提出について

請 願
第３号

社会文教採 択
義務教育費国庫負担制度の堅持・拡
充を求める意見書の提出について

請 願
第４号

社会文教採 択
国の責任による35人学級の推進と
教育予算の増額を求める意見書の
提出について

請 願
第５号

総　　務採 択
地方財政の充実・強化を求める意見
書の提出について

請 願
第６号

社会文教採 択
へき地教育振興法に鑑み、へき地手当
等支給率を近隣県並みの水準に戻す
ことを求める意見書の提出について

陳 情
第７号



令和元.10.25　いいだ市議会だより215号③

　「議会による行政評価」は、市の執行機関の活動を監視し、適正な行政運営の確保を目的に

平成20年度より実施しています。

　今年度からは新設した予算決算委員会（以下「委員会」）の所管となり、「いいだ未来デザイ

ン2028」に掲げられた平成30年度戦略計画を中心に評価を行いました。

　評価にあたっては、事前に執行機関側より基本目標及び戦略計画等の実績や自己評価、現在

の進捗状況等の説明を受けました。その後、総務・社会文教・産業建設の各常任委員会の構成

員による委員会分科会での専門的な評価を経て、委員会全体会で最終とりまとめを行い、９月

20日に市長へ提言書を提出しました。

議 会 に よ る 行 政 評 価 の 流 れ

事前準備事前準備６月６月 評価対象とする戦略計画等の絞り込み評価対象とする戦略計画等の絞り込み

STEP１：「成果説明」STEP１：「成果説明」７月中旬７月中旬 執行機関側より事業の成果や課題などの説明を受ける執行機関側より事業の成果や課題などの説明を受ける

STEP２：「戦略計画等に対する個々の議員による評価」STEP２：「戦略計画等に対する個々の議員による評価」
７月中旬
～

7月下旬

７月中旬
～

7月下旬
評価基準に基づく個人評価評価基準に基づく個人評価

STEP３：「分科会による意見集約」STEP３：「分科会による意見集約」８月上旬８月上旬 個人評価を分科会ごとで集約個人評価を分科会ごとで集約

STEP４：「全体会での検討経過確認・協議」STEP４：「全体会での検討経過確認・協議」８月下旬８月下旬 分科会検討経過の全体確認分科会検討経過の全体確認

STEP５：「決算報告の分科会審査及び全体会での確認」STEP５：「決算報告の分科会審査及び全体会での確認」
９月上旬
～

９月中旬

９月上旬
～

９月中旬

①分科会ごと意見の最終
　とりまとめ
②全体会にて提言内容の
　調整と共有

①分科会ごと意見の最終
　とりまとめ
②全体会にて提言内容の
　調整と共有

STEP６：「提言と進行管理」STEP６：「提言と進行管理」９/20９/20 議長から市長に対し提言議長から市長に対し提言

　今回の提言が、次年度の戦略計画の策定や新年

度予算編成に生かされ、更なる市民サービスの向

上に努められることを期待しながら、議会として

今後も執行機関の監視に努めてまいります。

▲ 定例会終了後に議長から市長へ提言書を手渡しました

提言書の詳細内容は、飯田市議会ホームページ

に掲載しております。

ＱＲコードもしくは、

　飯田市議会　行政評価 

で検索してご確認ください。



令和元.10.25　いいだ市議会だより215号 ④

福　澤　克　憲　議員（市民パワー）

基
本
目
標
８
に
記
述
の
あ
る

「
地
域
経
営
の
仕
組
み
を
つ
く

る
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
か
。
今
後
の
方
向
性
は
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
中
心
と

し
た
自
治
活
動
組
織
を
、
時
代

の
変
化
に
応
じ
て
、
よ
り
良
い
仕
組

み
に
見
直
し
て
い
く
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
開
く
新
た
な
事
業
体

の
設
立
と
活
動
支
援
の
２
点
を
軸
と

し
て
い
る
。
地
域
の
課
題
解
決
・
活

性
化
に
向
け
た
新
た
な
動
き
に
対

し
、
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

■
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会

の
実
現
に
向
け
て

地域自治の現状と

方向性について

原　　　和　世　議員（会派みらい）

山
の
管
理
を
各
地
域
の
財
産
区

に
委
ね
て
い
く
こ
と
か
ら
、
飯

田
市
民
共
有
の
資
産
と
し
て
守
っ
て

行
く
方
策
は
。

森
林
は
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
寄
与

し
、
ま
た
、
地
域
内
外
の
交
流

促
進
の
機
能
も
持
っ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
の
森
林
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
維
持
・
整
備
に
努
め
る
。
国
は
、

地
域
循
環
共
生
圏
の
取
り
組
み
を
進

め
て
お
り
、
当
市
に
お
い
て
も
同
様

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

■
移
住
定
住
支
援
に
つ
い
て
■
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

財産区制度と

今後の課題に関して

清　水　優一郎　議員（会派のぞみ）

天
龍
峡
再
生
を
果
た
す
た
め
、

天
龍
峡
エ
リ
ア
に
観
光
・
交
流
・

地
域
振
興
の
拠
点
と
し
て
「
道
の
駅
」

を
整
備
し
て
は
。

「
道
の
駅
」
の
整
備
に
あ
た
り
、

そ
の
用
地
は
自
治
体
が
所
有
す

る
こ
と
が
原
則
と
な
る
。
天
龍
峡

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
は
、
国
が
用
地

を
取
得
し
、
自
動
車
専
用
道
路
施
設

と
し
て
整
備
し
て
い
る
た
め
、
パ
ー

キ
ン
グ
エ
リ
ア
内
へ
「
道
の
駅
」
を

整
備
す
る
こ
と
は
、
現
状
で
は
困
難

で
あ
る
。
天
龍
峡
再
生
に
向
け
、
共

創
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が

行
政
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
る
。

天龍峡再生について

古　川　　　仁　議員（日本共産党）

団
員
の
定
数
に
つ
い
て
の
考
え

方
と
団
員
確
保
の
状
況
に
つ
い

て
。

定
数
に
つ
い
て
、
地
域
情
勢
を

踏
ま
え
、
次
期
消
防
力
整
備
計

画
策
定
に
向
け
た
中
で
十
分
な
検
討

を
行
い
、
見
直
す
よ
う
協
議
を
進
め

て
い
る
。
団
員
確
保
に
向
け
て
は
、

各
地
域
の
自
治
組
織
の
役
員
と
も
協

力
し
て
勧
誘
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

の
周
知
や
、
「
信
州
消
防
団
員
応
援

シ
ョ
ッ
プ
事
業
」
の
充
実
と
利
用
促

進
を
図
り
、
魅
力
あ
る
消
防
団
作
り

に
努
め
た
い
。

■
飯
田
市
の
教
育
に
つ
い
て

飯田市消防団の現状と

今後について

岡　田　倫　英　議員（会派のぞみ）

現
在
の
飯
田
警
察
署
の
今
後
に

関
心
を
向
け
る
市
民
と
、
ど
の

よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く
か
。

過
日
開
催
し
た
橋
北
地
区
の
市

政
懇
談
会
に
お
い
て
も
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
強
い
思
い
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
い
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
、
と

り
わ
け
地
元
の
皆
さ
ん
の
思
い
に
耳

を
傾
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
が
、

ま
ず
は
県
側
と
す
り
合
わ
せ
を
行

い
、
今
後
の
見
通
し
を
立
て
て
い

く
。

■
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
関
す
る
課

題
に
つ
い
て

南信運転免許センター設置

に向けた考えは
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塚　平　一　成　議員（会派のぞみ）

環
境
力
の
発
信
へ
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
融
合
さ
せ
た
い
ざ
な

い
と
、
見
学
体
験
へ
の
誘
導
が
有
用

と
捉
え
る
が
ど
う
か
。

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
協
働

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
現
場

を
周
遊
し
、
体
感
す
る
こ
と
で
環
境

学
習
の
効
果
を
高
め
る
こ
と
は
重

要
と
考
え
る
。
い
く
つ
か
テ
ー
マ

を
組
み
、
学
習
機
会
を
創
出
す
る
こ

と
を
考
え
た
い
。
ま
た
、
来
訪
者
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
リ
ニ
ア
駅
を
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
と
し
た
地
域
内
の
現
場

を
巡
る
仕
組
み
も
今
後
の
課
題
と

し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

■
農
業
の
担
い
手
確
保
に
つ
い
て

環境力の向上と

発信強化について

山　崎　昌　伸　議員（会派のぞみ）

市
民
が
地
域
に
誇
り
を
持
つ

為
に
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て

環
境
問
題
に
取
り
組
め
る
施
策
を

進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

「　

い
い
だ
環
境
プ
ラ
ン
」
の

21
中
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
た
暮
ら
し
の
推
進

や
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
等
が
主
体

と
な
っ
た
地
域
環
境
権
条
例
に
基

づ
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
公

益
的
事
業
の
推
進
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
身
近
な
自
然
や
生
活
環
境
の

保
全
・
活
用
の
活
動
、
環
境
学
習
の

推
進
に
よ
る
環
境
意
識
の
醸
成
な

ど
を
進
め
て
い
る
。

■
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て

環境への取組を、市民の誇りと

すべきではないか

後　藤　荘　一　議員（日本共産党）

休
日
夜
間
診
療
時
の
「
初
診
時

選
定
療
養
費
（
特
別
初
診
料
）
」

請
求
の
考
え
方
は
。

　

床
以
上
の
地
域
医
療
支
援
病

400院
で
は
、
紹
介
状
に
よ
る
受
診

が
基
本
で
あ
り
、
紹
介
状
が
な
い
場

合
は
、
初
診
時
選
定
療
養
費
を
請
求

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
救
急
搬
送
の
場
合
や
、
病
院
群

輪
番
制
に
よ
る
当
番
時
の
受
診
に
つ

い
て
は
、
患
者
側
に
病
院
選
択
の
余

地
が
な
い
の
で
、
初
診
時
選
定
療
養

費
は
請
求
し
て
い
な
い
。

■
国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
に
つ

い
て

市立病院が当番で行う

休日夜間診療について

吉　川　秋　利　議員（会派のぞみ）

宴
会
は
、
「
宴
た
け
な
わ
で
は

あ
り
ま
す
が
」
と
い
う
終
わ
り

方
が
多
い
。
こ
の　

分
を
ど
の
よ
う

15

に
担
保
す
る
か
。

こ
の
運
動
は
、
全
国
的
に
多
く

の
食
品
が
食
べ
ら
れ
な
い
ま
ま

廃
棄
さ
れ
て
い
る
状
況
を
、
身
近
な

所
か
ら
変
え
て
い
け
な
い
か
、
と
い

う
考
え
に
基
づ
く
。
個
人
の
趣
向
も

あ
る
が
、
「
終
わ
り
の　

分
は
食
品

15

ロ
ス
に
努
め
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
取

り
組
み
で
あ
り
、
行
政
の
押
し
つ
け

で
は
な
く
、
皆
で
一
緒
に
考
え
、

個
々
が
行
動
す
る
こ
と
が
基
本
と
捉

え
て
い
る
。

■
繰
越
金
に
つ
い
て

食べきり15・15運動の

後段15分について

竹　村　圭　史　議員（会派のぞみ）

活
動
時
間
の
考
え
方
の
中
に
あ

る
「
合
理
的
か
つ
効
率
的
、
効

果
的
な
活
動
」
と
は
何
か
。
具
体
的

に
示
さ
れ
た
い
。

一
つ
目
に
、
体
罰
や
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
防
止
、
科
学
的
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
導
入
、
休
養
を
取
り
つ
つ

短
時
間
で
効
果
を
得
ら
れ
る
と
い
っ

た
適
切
な
指
導
。
二
つ
目
に
地
域
と

相
互
に
連
携
す
る
こ
と
。
最
も
大
切

な
三
つ
目
は
、
生
徒
の
自
主
性
、
主

体
性
を
尊
重
し
、
か
つ
、
中
学
生
の

発
達
段
階
に
適
応
し
た
活
動
。
こ
の

三
つ
の
視
点
が
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。

■
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て

中学校の部活動について

新　井　信一郎　議員（会派のぞみ）

小
・
中
学
区
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
地
域
（
児
童
生
徒
）
か
ら

の
声
に
、
今
後
、
ど
の
様
に
応
え
る

か
。

学
区
の
見
直
し
は
、
地
域
や
学

校
の
想
い
が
大
切
で
あ
り
、
ま

ず
は
学
校
運
営
協
議
会
で
議
論
し
て

頂
き
、
教
育
委
員
会
も
寄
り
添
っ
て

い
く
。
少
子
化
が
進
行
す
る
状
況
を

踏
ま
え
る
と
、
各
学
区
だ
け
で
の
議

論
は
限
界
が
あ
る
。
全
市
的
な
視
点

で
捉
え
、
ど
の
様
に
検
討
し
た
ら
よ

い
か
研
究
を
始
め
る
必
要
が
あ
る
。

■
リ
ニ
ア
新
時
代
に
向
け
た
山
岳
観

光
に
つ
い
て

学区の見直しについて



令和元.10.25　いいだ市議会だより215号 ⑥

県
の
「
ひ
き
こ
も
り
等
に
関
す

る
調
査
」
で
、
飯
田
市
の
ひ
き

こ
も
り
の
状
態
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
今
後
の
支
援
は
。

県
の
調
査
で
、
当
市
に
お
け
る

ひ
き
こ
も
り
の
７
割
が　

歳
以

40

上
の
中
高
年
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
支
援
策
と
し
て
、
本
人

や
家
族
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
窓

口
を
設
置
し
、
そ
の
周
知
を
行
う
。

今
後
は
、
庁
内
や
関
係
機
関
が
連
携

し
て
、
事
案
に
応
じ
た
支
援
が
で
き

る
よ
う
、
体
制
等
も
検
討
し
て
い

く
。

■
性
的
少
数
者
の
方
々
へ
の
理
解
と

支
援
に
つ
い
て

ひきこもり支援の充実について

村　松　まり子　議員（公 明 党）

次
世
代
を
担
う
青
少
年
に
、
平

和
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、

地
域
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て

い
く
か
。

次
世
代
を
担
う
市
内
の
小
中
学

生
に
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る
た

め
に
は
、
ま
ず
第
一
に
、
子
ど
も
達

自
ら
が
、
地
域
の
過
去
の
歴
史
を
き

ち
ん
と
知
る
こ
と
、
学
ぶ
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
る
。
満
蒙
開
拓
平
和
記

念
館
を
活
用
し
た
平
和
学
習
も
、
こ

の
地
域
特
有
の
歴
史
を
学
習
す
る
良

い
機
会
と
し
て
推
進
し
て
い
る
。

■
小
中
連
携
・
一
貫
教
育
の
さ
ら
な

る
推
進
に
つ
い
て

平和施策について、次世代を担う

青少年への取り組みは

木　下　容　子　議員（市民パワー）

木　下　克　志　議員（会派のぞみ）

岐
阜
県
で
豚
コ
レ
ラ
が
確
認
さ

れ
て
早
一
年
。
市
は
、
ど
の
様

な
危
機
管
理
体
制
を
と
っ
て
き
た

か
。
今
後
の
見
通
し
は
。

昨
年
９
月
に
岐
阜
県
で
発
生
し

た
際
は
情
報
収
集
を
行
っ
た
。

そ
の
後
は
、
国
の
「
豚
コ
レ
ラ
に
関

す
る
特
定
家
畜
伝
染
病
防
疫
指
針
」

に
基
づ
き
、
家
畜
保
健
衛
生
所
等
と

連
携
し
て
対
応
し
て
き
た
。
感
染
が

拡
大
す
る
中
、
即
時
対
応
で
き
る
準

備
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
危
機

管
理
意
識
を
持
っ
て
ま
ん
延
防
止
対

策
に
取
り
組
む
。

■
走
る
広
告
塔
に
つ
い
て
（
ご
当
地
ナ
ン

バ
ー
）
■
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
つ
い
て

豚コレラの被害拡大が危惧

されるが、今後の見通しは

市市市市市市市市市市市市市市議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会ウウウウウウウウウウウウウウォォォォォォォォォォォォォォッッッッッッッッッッッッッッチチチチチチチチチチチチチチンンンンンンンンンンンンンン市議会ウォッチングググググググググググググググ

　山本小学校６年生の皆さん（44名）が、飯田市

と政治についての学習の一環として、一般質問

の傍聴に訪れました。

 ～Part１～

・飯田市のためにいろんなことを考えてくれている

ことが分かりました。

・たくさんの人が力を合わせて飯田市を作っている

と思った。

・市民のことやごみの問題を話し合っていて、ここ

で飯田市のことが決まるのかと思った。

・真剣な話し合いをされていて感激した。

傍聴にお越しください　※次回の議会日程はＰ１２

　幅広く市民の皆さんの声をお聴きするため、

10月１日の遠山ブロック（上村コミュニティセ

ンター）を皮切りに市内７カ所で議会報告会を

開催しました。

　詳細については次号でお知らせします。

6年1組の皆さん

6年2組の皆さん

議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催ししししししししししししししまままままままままままままましししししししししししししし議会報告会を開催しましたたたたたたたたたたたたたたた
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▼

西
予
市
議
会
議
場
に
て

常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ののののののののののののののののののののの所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調 　　常任委員会の所管事務調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察察）））））））））））））））））））））（視察）報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告報告 
総務委員会
■実施期日　令和元年７月10日（水）～12日（金）

■調査事項（視察項目及び視察先）

・ 空き家調査結果を活用した移住定住の促進 （愛媛県 西予市）

・ 集落活動支援センター制度を利用した持続的に暮らせる仕組みと移住定住の

取り組み （高知県 高岡郡 檮原町）

・ 環境モデル都市の取り組み （高知県 高岡郡 檮原町）

・ 聴覚障がい者等への確実な災害情報伝達 （愛媛県 宇和島市）

・ 住民主体のまちづくり （愛媛県 喜多郡 内子町）

▼

生
駒
市
役
所
に
て

社会文教委員会
■実施期日　令和元年７月２日（火）～４日（木）

■調査事項（視察項目及び視察先）

・ 生駒市高齢者保健福祉計画・第７期介護保険事業計画（奈良県 生駒市）

・ 生駒市図書館の取り組み （奈良県 生駒市）

・ 奈良市いじめ防止基本方針 （奈良県 奈良市）

・ 奈良市のＩＣＴ教育 （奈良県 奈良市）

・ 文化資源の活用 （奈良県）

・ 草津市子ども・子育て支援事業計画 （滋賀県 草津市）

▼

下
妻
市
w
a
i
w
a
i

　

ド
ー
ム
に
て

産業建設委員会
■実施期日　令和元年７月８日（月）～９日（火）

■調査事項（視察項目及び視察先）

・ 地域の活性化、市街地再生によるにぎわいのある街づくり 

（茨城県 下妻市）

・ 手賀沼アグリビジネスパーク事業における『道の駅しょうなん』の取

り組み（千葉県 柏市）

　市議会の各会派では、今後の政策の立案、提言に活かし、

ひいては市民益につなげていくことを目的に政務調査を実

施しています。令和元年５月から９月までに実施した各会

派の調査研究の概要はご覧のとおりです。また、９月19日

には、令和元年度前期の政務調査研究報告会を市役所で行

いました。

■詳細は飯田市議会公式ウェブサイトをご覧ください。

　https://www.city.iida.lg.jp/

飯田市議会　政務調査研究報告会

会派のぞみ（13人）
■実施日　７月16日（火）～18日（木）

■調査事項等

・自治会等応援条例（島根県出雲市）

・出雲市新エネルギー推進事業（島根県出雲市）

・地域自主組織による住民主体のまちづくり（島根県雲南市）

・コミュニティビジネスで過疎のまちを再生（島根県雲南市）

・義務教育学校の取り組み（広島県福山市）

会派みらい（３人）
■実施日　７月31日（水）～８月２日（金）

■調査事項等

・コスメティック構想（佐賀県唐津市）

・佐世保移住サポート事業（長崎県佐世保市）

・まちぶらプロジェクトの取り組み（長崎県長崎市）

市民パワー（２人）
■実施日　７月17日（水）～18日（木）

■調査事項等

・土佐山学舎社学一体・小中一貫教育（高知県高知市）

・まるごと有機プロジェクト（高知県高知市）

・幼保小中･家庭･地域連携（一貫）教育（高知県香南市）

日本共産党（２人）

■実施日　７月27日（土）～29日（月）

■調査事項等

・憲法と自治の力が地域の未来を切り開く

（自治体学校 in 静岡）

公明党（３人）
■実施日　８月１日（木）・８日（木）～９日（金）

■調査事項等

・2018年７月西日本豪雨における被害の状況と対応、

　そして現状（広島県東広島市）

・庁内を挙げてのSDGsの取り組み（神奈川県鎌倉市）

・市を挙げてのスマートシティ化（Society5.0の取り組み）

（福島県会津若松市）
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9月6日、9日に委員会

及び予算決算分科会を

開催しました。委員会

の様子はYou Tubeを

ご覧ください。

9月6日、9日に委員会

及び予算決算分科会を

開催しました。委員会

の様子はYou Tubeを

ご覧ください。

委員会委員会

総 務総 務総 務
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
関
し
て

飯
田
市
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
任
用
制
度
が

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ
移
行
と
な
る
が
、

財
政
上
の
影
響
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

一
般
会
計
ベ
ー
ス
で
、
約　

万
円
弱
の
増
額
と

５００

見
込
ん
で
い
る
。
今
回
の
制
度
改
正
に
あ
た

り
、
現
在
、
期
末
手
当
を

支
給
し
て
い
な
い
自
治

体
を
中
心
に
財
源
要
望

を
考
え
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
飯
田
市
は

現
在
も
期
末
手
当
を
支

給
し
て
い
る
た
め
、
影

響
は
比
較
的
小
さ
い
。

現
時
点
で
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に
移
行
す
る

職
員
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。
医
師
の
会
計
年
度

任
用
職
員
は
誰
が
該
当
す
る
か
。

移
行
す
る
と
思
わ
れ
る
職
員
数
は
、
事
務
職
が

　

人
、
市
立
病
院
関
係
が　

人
ほ
ど
で
あ
り
、

６５９

２８０

飯
田
市
役
所
全
体
と
す
る
と　

人
強
と
な
る
。
医
師

９００

の
う
ち
会
計
年
度
任
用
職
員
に
該
当
す
る
の
は
研
修

医
で
あ
り
、
現
在　

人
い
る
。
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リ
サ
イ
ク
ル
推
進
費
の
焼
却
灰
処
理
業
務
委
託
料

に
つ
い
て

南
信
州
広
域
連
合
稲
葉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か

ら
出
る
焼
却
灰
の
飯
田
市
分
の
量
は
ど
の
く
ら

い
か
。
ま
た
、
処
理
業
務
の
委
託
先
は
ど
の
よ
う
に

想
定
し
て
い
る
か
。

燃
や
す
ご
み
の
搬
入
量
は
、
市
町
村
別
に
積
算

さ
れ
、
搬
入
量
に
応
じ
て
各
市
町
村
が
灰
を
引

き
取
り
処
理
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

搬
入
量
の
約
７
割
が

飯
田
市
で
あ
り
、
焼

却
灰
の
量
は
年
間
概

ね
２
千
ト
ン
で
あ
る
。

　

委
託
先
は
、
製
錬

溶
融
処
理
が
で
き
る

国
内
の
業
者
を
予
定

し
て
い
る
。

灰
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
グ
リ
ー

ン
バ
レ
ー
千
代
は
ど
の
く
ら
い
延
命
で
き
る
の

か
。
そ
の
先
の
予
定
、
次
期
処
分
場
に
対
す
る
考
え

方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

委
託
先
の
候
補
は
、
複
数
社
あ
り
、
一
番
近
い

事
業
所
は
愛
知
県
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー

千
代
は
、
４
割
を
埋
め
立
て
た
状
況
で
あ
る
。
使
用

期
間
経
過
後
、
新
し
い
施
設
を
つ
く
る
と
い
う
考
え

方
や
、
現
施
設
の
使
用
期
間
を
延
長
す
る
と
い
う
考

え
方
も
あ
り
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

市
税
徴
収
事
務
に
つ
い
て

差
し
押
さ
え
件
数
が
１
、
８
２
９
件
あ
る
が
、

差
し
押
さ
え
た
後
の
処
理
方
法
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

差
し
押
さ
え
た
１
、
８
２
９
件
の
総
額
は
１
億

８
、
８
０
０
万
円
余
。
そ
の
う
ち
７
、
６
０
０
万

円
余
、
率
に
し
て　

・
９
％
を
現
金
化
し
、
滞
納
分
に

40

充
当
し
た
。
差
し
押
さ
え
物
の
内
訳
は
、
金
融
債
権
が

多
く
、
そ
の
う
ち
約
６
割
を
預
貯
金
が
占
め
る
。
そ
の

ほ
か
に
家
宅
の
捜
索
で
現
金
化
で
き
る
物
が
あ
っ
た

場
合
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
行
っ
て
い
る
。

飯
田
市
墓
地
事
業
に
つ
い
て

市
民
の
求
め
る
墓
地
の
充
足
率
を
把
握
し
て
い

る
か
。
新
し
い
墓
地
の
考
え
方
を
持
っ
て
い
る

か
。

充
足
率
を
と
ら
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
柏
原
霊

園
は
余
裕
が
あ
る
が
、
桐
林
霊
園
・
矢
高
霊
園

は
、
毎
年
い
く
つ
か
返
還
さ
れ
て
も
、
次
の
使
用
者

は
抽
選
と
な
っ
て
い
る
。
西
部
霊
園
は
ほ
ぼ
一
杯
で

あ
る
。
場
所
に
よ
っ
て
需
要
が
異
な
っ
て
は
い
る

が
、
社
会
情
勢
や

暮
ら
し
方
の
変
化

か
ら
「
墓
じ
ま
い
」

と
い
う
考
え
方
も

増
え
、
全
体
の
需

要
に
つ
い
て
注
視

し
て
い
き
た
い
。
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9月10日、11日及び20日

に委員会及び予算決算

分科会を開催しました。

委員会の様子はYou Tube

をご覧ください。

9月10日、11日及び20日

に委員会及び予算決算

分科会を開催しました。

委員会の様子はYou Tube

をご覧ください。

委員会委員会

社会文教社会文教社会文教
飯
田
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
に
つ
い
て

　

月
か
ら
始
ま
る
保
育
料
の
無
償
化
の
た
め
に

10ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
い
る
が
、
対
象
者

へ
の
説
明
は
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

無
償
化
の
対
象
者
は
、
既
に
入
園
し
て
い
る
園

児
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

成
し
、
保
護
者
へ
配
布
す
る
と
と
も
に
、
保
育
園
ご

と
に
説
明
会
を
開
き
、
詳
し
い
説
明
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
い
い
だ
エ
フ
エ
ム
で
の
案
内
や
、「
広
報

い
い
だ
」
に
も
制
度
の
概
要
を
掲
載
し
、
こ
れ
か
ら

入
園
予
定
の
保
護
者
に
も
周
知
し
て
い
る
。

公
立
保
育
所
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
が
所
管
す
る
施
設
の
う
ち
上
郷
考

古
博
物
館
や
秀
水
美
人
画
美
術
館
な
ど
は
、
教

育
文
化
施
設
と
し
て
考
え
る
の
か
、
観
光
施
設
と
し

て
考
え
る
の
か
整
理
し
、
活
用
の
考
え
方
や
所
管
部

署
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
や
構
造
改

革
に
関
連
し
て
検
討
し
て
い
る
の
で
、
今
後
、

方
向
性
を
見
出
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
遠
山
郷
の

施
設
に
関
し
て
は
、
観
光
課
と
足
並
み
を
揃
え
て
検

討
し
て
い
る
。
な
お
、
遠
山
郷
の
施
設
は
指
定
管
理

者
制
度
で
管
理
し
て
お
り
、
指
定
期
間
が
終
了
す
る

の
で
、
来
年
度
に
向
け
て
十
分
な
検
討
を
し
た
い
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

飯
田
市
古
墳
群
保
存
活
用
事
業
に
つ
い
て

市
立
病
院
の
経
営
が
、
病
院
経
営
改
善
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
活
用
し
黒
字
化
し
た
と
の
こ
と
だ

が
、
改
善
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
は
。

当
病
院
の
デ
ー
タ
を
全
国
の
病
院
デ
ー
タ
と
比

較
す
る
こ
と
で
、
強
み
弱
み
や
全
国
順
位
の
把

握
な
ど
多
角
的
に
検
証
を

行
っ
た
。
各
部
署
で
目
標
を

設
定
し
、
職
員
が
努
力
し
て

改
善
の
サ
イ
ク
ル
を
作
り
上

げ
た
こ
と
が
黒
字
化
の
成
果

に
繋
が
っ
て
い
る
。

市
立
病
院
の
経
営
に
つ
い
て

保
育
人
材
の
確
保
が
困
難
と
の
こ
と
だ
が
、
実

態
は
。

正
規
の
保
育
士
に
関
し
て
は
、
募
集
人
員
よ
り

応
募
人
数
が
多
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
年
々
、

応
募
数
は
減
少
し
て
き
て
い
る
。
現
在
の
課
題
と
し

て
は
、
朝
の
早
い
時
間
や
夕
方
の
時
間
な
ど
で
保
育

を
補
助
す
る
臨
時
職

員
や
パ
ー
ト
職
員
の

確
保
が
困
難
と
な
っ

て
お
り
、
必
要
な
人

材
が
集
ま
ら
ず
に
、

常
に
募
集
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

保
存
活
用
計
画
へ
の
、
地
元
意
見
の
反
映
は
。

計
画
策
定
は
、
地
域
の
保
存
活
動
に
関
わ
る
団

体
か
ら
選
出
さ
れ

た
代
表
者
を
含
め
て
策

定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

飯
田
古
墳
群
を
語
る
会

な
ど
各
地
区
の
関
係
者

に
説
明
を
行
い
、
意
見

を

伺

っ

た

り
、
パ

ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
た
り
し
て
意
見
を

反
映
さ
せ
た
い
。

▲

恒
川
官
衙
遺
跡
の
現
状
を
視
察
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9月12日、13日及び20日

に委員会及び予算決算

分科会を開催しました。

委員会の様子はYou Tube

をご覧ください。

9月12日、13日及び20日

に委員会及び予算決算

分科会を開催しました。

委員会の様子はYou Tube

をご覧ください。

委員会委員会

産業建設産業建設産業建設
飯
田
市
名
勝
天
龍
峡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

施
設
の
管
理
方

法
は
。

施
設
は
原
則
、

管
理
人
を
置
か

な
い
が
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
に
つ
い
て
は
、

業
者
に
委
託
し
、
防

犯
カ
メ
ラ
等
で
の
監

視
と
す
る
。

市
の
直
営
施
設
と
し
、
天
龍
峡
温
泉
交
流
館
と

の
一
体
的
管
理
と
し
な
い
こ
と
の
考
え
方
は
。

展
示
に
よ
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
目
的
と
し
た
施
設
で

あ
り
、
特
殊
機
材
も
あ
る
こ
と
、
入
館
料
も
無
料
で

あ
る
こ
と
な
ど
総
合
的
に
検
討
し
、
直
営
と
し
た
。

特
殊
機
材
の
保
守
管
理
や
施
設
維
持
は
。

機
械
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
保
守
の
体
制
を
と

る
と
と
も
に
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
は
万
全
を

期
す
。
ま
た
、
施
設
維
持
に
か
か
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
は
、
主
に
電
気
代
で
、
年
間　

万
か
ら　

万
円

１００

１５０

ほ
ど
と
試
算
し
て
い
る
。

侵入防止柵の設置消石灰の散布

経口ワクチンの散布ウイルスまん延防止のための靴底消毒

豚
コ
レ
ラ
防
疫
対
策
に
つ
い
て

平
成　

年
９
月
の
台
風
に
よ
り
被
災
し
た
南
信
濃
木
沢

３０

地
籍
、
市
道
南
信
濃　

号
線
の
道
路
災
害
復
旧
工
事
に
か

１４２

か
る
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

工
事
発
注
ま
で
１
年
を
要
し
た
経
過
は
。

復
旧
工
事
に
か
か
る
国
の
査
定
を
受
け
た
の
が

昨
年　

月
で
あ
り
、
査
定
か
ら
の
指
導
に
よ
り

12

地
盤
調
査
を
今
年
２
月
か
ら
３
月
に
行
い
、
そ
の
後
、

国
と
の
調
整
が
４
月
か
ら
７
月
ま
で
か
か
っ
た
た

め
、
発
注
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

早
期
復
旧
の
要
望
や
意
向
に
対
す
る
認
識
は
。

ま
ず
、
登
山
道
の
確
保
に
対
す
る
要
望
が
あ
る

こ
と
は
把
握
し
て
お
り
、
仮
設
の
歩
道
を
確
保

し
て
い
る
。
ま
た
、
車
両
が
通
行
で
き
る
よ
う
に
、

早
期
の
道
路
復
旧
要
望
も
あ
る
こ
と
は
把
握
し
て
お

り
、
復
旧
に
向
け
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の

復
旧
工
事
に
よ
り
、
便
ケ
島
（
た
よ
り
が
し
ま
）
ま

で
車
両
通
行
が
可
能
と
な
る
見
込
み
。
工
事
期
間

は
、
令
和
３
年
３
月
下
旬
ま
で
を
予
定
。

▲ガイダンス施設イメージ（右）

野
生
イ
ノ
シ
シ
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
が
、

現
在
の
対
策
で
収
束
す
る
見
通
し
は
。

国
の
指
針
及
び
県
の
方
針
に
基
づ
い
た
対
策
を

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
秋
の

山
菜
取
り
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
収
束
の
見
通
し
が
つ

か
な
い
状
況
に
あ
る
が
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
阻
止
す

べ
く
、
最
善
の
対
策
を
取
っ
て
い
く
。
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８月27日に前期全体会、

９月19日に後期全体会を

開催しました。

委員会の様子はYou Tube

をご覧ください。

８月27日に前期全体会、

９月19日に後期全体会を

開催しました。

委員会の様子はYou Tube

をご覧ください。

委員会委員会

予算決算予算決算予算決算
◆
社
会
文
教
分
科
会

障
害
福
祉
推
進
事
業
に
関
し
、
障
が
い
児
・
障

が
い
者
が
社
会
参
加
を
図
る
た
め
の
タ
ク
シ
ー

券
配
布
の
利
用
実
態
と
行
先
の
把
握
は
。

平
成　

年
度
は
、　

名
に
配
布
し
、
タ
ク
シ
ー

30

９４７

会
社
へ
は
１
、
０
０
９
万
円
余
を
利
用
料
金
と

し
て
支
払
っ
た
。

　

利
用
者
の
行
先
は
把
握
し
て
い
な
い
。

 
要 
望

　

タ
ク
シ
ー
利
用
の
行
先

の
把
握
と
分
析
を
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
そ
の
上
で
、
障
が
い

児
・
障
が
い
者
の
社
会
参

加
の
機
会
創
出
を
進
め
て

欲
し
い
。

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
事
業
補
正
予
算
案
で
示
さ

れ
た
、
実
施
設
計
に
向
け
た
準
備
経
費
３
千
万

円
の
内
訳
は
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
委
託
に
２
、
５

０
０
万
円
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に　

万
円
、
仕
様

２４０

書
作
成
に　

万
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

２００

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
外
部
委
託
す

る
理
由
は
。

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
で
き
る
専
門
性
を
も
っ
た

方
が
必
要
。
個
人
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会

社
を
し
っ
か
り
と
あ
た
っ
て
い
く
。

　

今
議
会
で
は
、
補
正
予
算
に
係
る
審
査
に
加
え
、

平
成　

年
度
飯
田
市
決
算
認
定
に
係
る
審
査
及
び
行

30

政
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
８
ペ
ー
ジ
か
ら　

ペ
ー
ジ
で

10

掲
載
で
き
な
か
っ
た
予
算
決
算
審
査
の
内
容
を
中
心

に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

９月18日に委員会

を開催しました。

委 員 会 の 様 子 は

You Tubeをご覧く

ださい。

９月18日に委員会

を開催しました。

委 員 会 の 様 子 は

You Tubeをご覧く

ださい。

リニア推進リニア推進リニア推進
特別委員会特別委員会

上
村
、
南
信
濃
の
合
併
時
や
、
庁
舎
建
設
の
際

に
市
政
懇
談
会
を
通
じ
て
各
地
区
で
市
民
の
方

に
説
明
を
行
っ
た
よ
う
に
、
リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
に

お
い
て
も
同
じ
対
応
は
考
え
て
い
る
か
。

基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
基
本
設
計
に
至
る
ま

で
、
多
く
の
団
体
の
方
々
の
意
見
が
反
映
で
き

る
よ
う
な
構
成
の
中
で
検
討
を
進
め
て
き
た
。
市
民

説
明
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
な
ど
多
種

多
様
な
ご
意
見
を
吸
収
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
お

り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
公
表
す
る
な
ど
、
尽
く

し
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。
今
後
に
つ
い
て
も
要
望

に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

大
屋
根
の
段
階
的
整
備
は
ど
う
進
め
て
い
く
の

か
。

ま
ず
は
天
候
バ
リ
ア
フ

リ
ー
や
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

機
能
を
確
保
す
る
観
点
で
、

リ
ニ
ア
本
線
の
近
い
と
こ
ろ

か
ら
整
備
を
行
う
。
そ
の
後

外
側
に
順
次
広
げ
て
い
く
計

画
で
あ
る
。

◆
産
業
建
設
分
科
会
・
リ
ニ
ア
推
進 
連
合
会
議

リ
ニ
ア
駅
周
辺
整
備
に
要
す
る
概
算
事
業
費　
91

億
円
の
う
ち
、
市
の
実
質
負
担
額
で
あ
る　

億
39

４
千
万
円
は
、
市
民
生
活
に
影
響
を
与
え
な
い
範
囲

の
も
の
で
あ
る
か
。

整
備
工
事
費
は
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
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 用 語 解 説 

天候バリアフリー…

天候を気にせずに途切

れなく移動、活動を可

能とする状態

トランジット機能…

　乗り継ぎの円滑化

▲リニア駅周辺における「大屋根」イメージ図



～ 令和になりました ～
　

 吉川 　 秋利  
よしかわ あきとし

明治・大正・昭和と三代を生きてき

た人を見てすごい年寄りだと思って

おりましたが、何のことはない私も昭

和・平成・令和と三代を生きることになり、複雑な思い

がしております。そこで令和に望むことを考えました。

それは、ひ孫を令和22年５月４日に欲しいと言う事

です。

その理由は、私が昭和22年５月６生まれ、孫が平成

22年５月５日生まれ、１日違いなので、ひ孫も令和22

年５月４日、一歩譲って５日、６日、７日のいずれかに

生まれれば一日違うけれど３代合同の誕生会が出来

る。　良い案だろ～

その時声があり、「いくつまで生きるの？」「ん！」

誕生会は生まれた次の年からだから、令

和２３年からになるが、ま１００歳まではしば

らくあるし、頑張ればなんとかなるかな。

がんばるぞ～

～残したい農のある暮らし～
　

 木下 　 克志  
きのした かつし

我が家では、少々の菜園と少々の水
田（32m×34m）約一反歩を耕作してい
る。
近所の水田ではコンバイン化が進

む中、我が家は、はざ掛けで、お田植え、稲刈り、脱穀を
３大行事と位置付けている。戦力は我が家と娘たち家
族、甥家族の計４家族10数名だ。孫６名、以前は足手ま
といだったが、高１、中２、小６、小２～となった今では
大きな戦力だ。はざ掛け米に拘っている訳では無く、私
の拘りは一連の作業を通じて家族の和（協働）と孫たち
への農ある暮らしの大切さを理解してもらいたいこと
にある。収穫米は共有。ちなみに今年は籾ベースで32袋
を収穫。精米ベースで１袋約23kgとなる。私の仕事は耕
起から施肥、代かき、日常の水管理だ。
一昨年は田植え機を、今年は稲刈り機を新調した。

「機械が古くなったでコンバインを頼みまいか」と言わ
れる前の先手のつもりで･･･。
９月の農作業は暑いが、水田のある暮らしは涼があ

る。体力の続く限り頑張りたい。

委員長　竹村　圭史 副委員長　福澤　克憲

委　員　清水優一郎 塚平　一成 古川　　仁

　　　　永井　一英 新井信一郎 井坪　　隆

幼児教育・保育のあり方方針（案）につい幼児教育・保育のあり方方針（案）についてて
飯田市では、出生数の減少や乳児未満児の保育

ニーズの増加という今の課題に対応するため、これ

までの保育所民営化方針を見直し、これからの保育

のあり方に関し新たな方針案が示されました。

◆飯田市幼児教育・保育のあり方方針（案）◆

敢全国標準の保育時間で、安心して仕事と子育てを

両立できるまち

柑すべての地区で、就学前３年間の幼児教育が受け

られるまち

桓乳児・未満児の子育てを、効果的に支援するまち

棺地区の特性に合わせて、柔軟な運営方法を生み出

すまち

款行政が、多様な主体による施設運営をサポートす

るまち

　全員協議会での質疑や、市民の

皆さんの意見を基に見直しがさ

れ、成案が示される予定です。

■第４回定例会　11月25日(月)～12月18日(水)
□代表質問　12 月４日～５日（傍聴可能）
□一般質問　12 月５日～６日（傍聴可能）
　※質問内容は 11 月 27 日午後以降に飯田市議会
　　ホームページに掲載されますのでご確認ください。
□委員会日程（傍聴可能）
　予算決算 ( 前期全体会 11 月 25 日、後期全体会 12 月 18 日 )
　総務 (12 月 10 日 )、社会文教 (12 月 11 日 )、
　産業建設 (12 月 12 日 )、リニア推進（12 月 16 日 )
■議会への請願・陳情は、11月19日(火)午後５時
　までに、議会事務局へご提出ください。

◆議場の空気がどんよりしていて眠そうな方が多いよ
うに見えたので、リフレッシュできる空調を取り入れ
てはいかがでしょうか。

◆発言者によって聞き取りにくいことがあるので、音響
の工夫を。

◆地域の取り組み、市の課題など様々な面を知ることが
でき、考えさせられるきっかけになった。

　第34回目となった今年の鼎地区縦断駅伝大会

は、小学生から一般の方々まで20チームが参加し

ました。全10地区を８人でタスキをつなぐこの駅

伝は、沿道で応援する人々の声援もあり、地域の

つながりとエネルギーを生み出しています。

鼎

～傍聴された方の感想より～
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